
---市の人口と世帯数-----.
i -

1月1日現在 前月比 i

人口 31，773人 （＋86） ｝

男 15，580人 (+43) i
女 16，193人 (+43) i
世帯 8，765世帯 （＋19） ｝
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文化会館の建設はじまる

2月号市では、昨年から高萩市文化会館の建設準備を進め

ていましたが、 1月に着工されました｡‘

今までは、演劇、音楽祭などの文化活動が市民体育館

で行われてきましたが、新しい文化会館が完成します
と、行事や催しがここで行われることになります。

建設地は、市民体育館の南側（高萩字メ立戸）で、

建物の延面積は、 3,016㎡あり、鉄筋コンクリート建
て、ホール部分は両袖に花道のついたステージと、客

席は固定が814席、ほかに立見席を加えると約1,000
人が収容できます。その他に会議とギャラリーなどに

使える大会議室兼展示室1室と、喫茶室を設けるなど
広いスペースのロビーがあります。

（完成予想図と建設地）
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高萩市市民憲章

自然をたいせつにし､美しいまちをつくりましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

礼儀を正しくし、うるおいのあるまちをつくりましょう
元気で働き、豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう
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蕊難識懲鱸
市政モニターを募集します

市では、 54年度の市政モニター 市政に対する意見･要望･情

を募集します。多数ご応募くださ 報の提供、アンケートの回

い｡募集の内容は次のとおりです。 答、連絡会議の出席など

○資格市内居住者の公職をもた ○応募方法ハガキに住所､氏名、

ない人で、市政モニター 職業、年齢を明記して郵送

未経験者に限る。 のこと。電話も可。

○募集人員 20名 ○応募の締め切り 3月20日まで

○任期 54年4月1日から55年3月 ○申し込み先高萩市本町1-100

31日までの1年間 高萩市役所市長公室広報広聴係

○モニターの活動内容 （電③2111内線219.230）

茨城放送「高萩市政だより」は毎週日曜日、午前9時20分から。テレホンサービス「市政案内」は（3） 1151．1152です．



(2）市報たかはぎ撰；猟(第227号）

赤
恒
例
の
消
防
出
初
め
式
が
、
１
月
７

日
市
役
所
前
通
り
で
消
防
団
員
約
３
０

０
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
市
長
観
閲
や
、
新
車
の
披
露
、
第
２

分
団
、
第
９
分
団
の
代
表
演
技
の
あ
と
、

消
防
に
功
労
の
あ
っ
た
団
員
や
、
協
力

さ
れ
た
方
点
に
表
彰
状
や
感
謝
状
が

贈
ら
れ
一
ま
し
た
。

深
閉
式
後
、
消
防
署
員
に
よ
る
レ
ィ
ン

ジ
ャ
ー
隊
の
救
助
訓
練
を
、
市
役
所
で

１
月
７
日
の
出
初
め
式
で
力
強
い
行

進
を
す
る
各
分
団
員

出
初
め
式

火
消
し
役
の
消
防
団
員
が
勢
ぞ
ろ
い

ー.一

豊
田
満
雄
さ
ん
ら
に
功
労
章
や
感
謝
状

に

披
露
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
市
役
所
前

通
り
か
ら
本
町
へ
力
強
い
分
列
行
進
が

行
わ
れ
、
出
初
め
式
の
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

表
彰
者
は
次
の
方
々
で
す
（
敬
称
略
）

○
消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章
Ⅱ
豊
田
満
雄

○
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

永
年
勤
続
功
績
章
Ⅱ
豊
田
恒

永
年
勤
続
精
續
章
Ⅱ
豊
田
一
吉

永
年
勤
続
章
Ⅱ
宇
佐
美
威
、
時
崎

一
、
坂
本
勝
美
、
大
部
正
、
鈴

木
清
市
、
佐
川
健
一
、
菅
野
博

英
、
佐
川
馨
、
佐
川
博
三
、
井

坂
貞
美
、
川
松
常
夫
、
佐
川
保
、

沼
田
保
男
、
沼
田
富
美
穂
、
豊

田
守
、
鈴
木
嘉
衛
門

団
体
優
良
表
彰

若
栗
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ

○
茨
城
県
知
事
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章
（
訓
年
以
上
）

時
崎
一
、
坂
本
勝
美
、
大
部
正
、

菅
野
博
英
、
宇
佐
美
威
、
深
谷

章
、
鈴
木
清
登
．
佐
川
健
一
、

川
松
常
夫

永
年
勤
続
功
労
章
（
加
年
以
上
）

須
田
勝
好
、
大
高
日
出
夫
、
堀

田
喜
久
、
落
合
重
美
、
磯
野
幸

里二

弘
、
山
形
七

○
茨
城
県
消
防
協
会

優
良
分
団
Ⅱ
高

分
団
（
高
戸

功
労
章

優
良
消
防
職
員

永
年
勤
続
消
防

時
崎
ヨ
シ
、
坂
本
ち
よ
の
、
大

部
す
ず
子
、
菅
野
よ
し
ゑ
、
宇

佐
美
佐
智
子
、
深
谷
芳
江
、
金

沢
祥
子
、
鈴
木
は
っ

自
治
体
消
防
制
度
訓
周
年
記
念
特

別
表
彰

黒
尾
良
、
下
山
田
義
郎
、
豊
田

恒
、
時
崎
一
、
坂
本
勝
美
、
大

部
正
、
菅
野
博
英
、
下
山
田
源

太
郎
、
鈴
木
孝
三
、
小
林
良
一
、

鈴
木
清
市
、
佐
川
馨
、
豊
田
一

吉
、
豊
田
守
沼
田
富
美
穂
、

井
坂
貞
美
、
沼
田
保
男
、
佐
川

博
美
、
佐
川
保
、
鈴
木
松
吉
、

鈴
木
利
信
、
鈴
木
健
二
、
宇
野

重
久
、
宇
野
紀
行
、
金
沢
道
夫
、

佐
川
健
一
、
佐
川
順
一
郎
、
川

松
常
夫
、
鈴
木
孝
、
大
津
正
一
、

豊
田
満
雄

○
高
萩
市
長
表
彰

退
職
団
員
感
謝
状
贈
呈

伯
耆
田
貢
一
、
大
友
敬
久
、
鈴
○
受
け
付
け
の
日
ど
り

木
行
雄
、
下
山
田
啓
右
、
鈴
木

３
月
１
日
か
ら
３
月
晦
日
ま
で
、
県

二
郎
、
菊
地
薫
、
佐
川
忠
勝
、

内
、
県
外
業
者
と
も
同
じ
日
ど
り
。

小
野
瀬
敬
一
、
宇
佐
美
威
、
豐
○
申
請
害
お
よ
び
関
係
添
付
聿
冒
類
な
ど

田
肇
、
戸
祭
茂
男
、
田
母
神
宗
の
様
式
は
、
建
設
省
統
一
様
式
で
す
。

治
、
富
永
征
男
、
黒
沢
一
、
長
○
直
別
２
年
間
の
営
業
年
度
の
市
税
納

久
保
勝
美
、
豊
田
二
口
、
佐
川
税
証
明
書
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。
（
高
萩

博
三
、
井
坂
貞
美
、
沼
田
保
男
、

市
に
納
税
義
務
の
あ
る
場
合
に
限
る
）

豊
田
菊
雄
、
佐
川
二
一
次
、
金
沢
○
申
請
書
の
提
出
方
法
は
、

直
接
持
参

道
夫
、
佐
川
健
一
、
鈴
木
孝
、

し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
測
量
調
査

佐
川
光
男
、

お
よ
び
土
木
、
建
築
設
計
業
者
な
ど
に

感
謝
状
贈
呈

つ
い
て
は
、
郵
送
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

小
野
兼
雄
Ⅱ
上
手
綱

く
わ
し
い
こ
と
は
、
財
政
課
（
翻
倒

中
戸
川
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ

２
１
１
１
内
線
２
５
４
）
へ
ど
う
ぞ
。

○
消
防
長
表
彰

一
○
内
容
は
〃
住
い
と
村
づ
く
り
″
と
し
て
下
君
田
に
こ
に
こ
老
人
ク
ラ
ブ
一

を
中
心
に
、
仲
よ
く
心
豊
か
に
住
む
た
め
の
工
夫
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
一

一一一一一一

毛
人
ク
ラ
ブ
一

Ｌ
紹
介
さ
れ
一↓

一

一
ま
す
。

自
ハ
岬
、
八
ｙ
ｊ
ｎ
Ｖ
ｌ
Ａ
可
Ｊ
ｈ
Ｙ
Ｉ
ｎ
ｙ
Ｉ
心
ｖ
１
Ａ
ｑ
ｊ
ｎ
当
Ｉ
ｎ
ｖ
ｊ
ｎ
ｒ
１
ｎ
Ｙ
ｊ
ｎ
で
Ｉ
ｉ
７
ｊ
心
Ｔ
１
ｕ
Ｊ
ｈ
Ｙ
Ｉ
ｎ
ｙ
人
Ｙ
１
ｎ
ｙ
Ｉ
冊
Ｉ

＝

レインジヤー隊による市役所屋上からの救助訓練

消
防
協
力
者
感
謝
状
贈
呈

宮
内
繁
Ⅱ
高
浜
町

分
団
表
彰

高
萩
市
消
防
団
Ⅱ
第
２
分
団
、

第
９
分
団

○
消
防
団
長
表
彰

高
萩
市
消
防
団
第
９
分
団

入
札
希
望
業
者
の

申
請
受
付
の
案
内

別
年
度
の
建
設
工
事
な
ど
の
指
名
競

争
入
札
に
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
害
の
受
付
を
、
次

に
よ
り
行
い
ま
す
。I

Ｉ



(3） E愉報たかはぎ 昭和54年2月

一
十

今
年
も
市
県
民
税
の
申
告
時
期
と
な

り
ま
し
た
。
申
告
す
る
期
間
は
、
２
月

鵡
日
か
ら
３
月
妬
日
ま
で
で
す
。
正
し

く
申
告
し
て
納
得
い
く
税
金
が
納
め
ら

れ
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

今
年
１
月
１
日
現
在
市
内
に
住
ん
で

い
た
人
で
、
営
業
、
農
業
、
そ
の
他
の
事

業
、
株
の
配
当
、
不
動
産
、
雑
収
入
、

譲
渡
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
人
で
す
。

給
与
所
得
だ
け
の
人
は
、
原
則
と
し
て

申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
勤
務
先

交通災害共済に加入しましょう

ひと月50円で大きな保障

県民交通災害共済は、県内のすべての市町村でつくった制度で

す。加入者が、 もし不幸にして、交通事故にあわれた場合に見舞

金が支払われるものです。

万が一の交通事故にそなえて、家族そろって加入しましょう。

○2月1日から受け付けを始めています

この制度は1年ごとの更新ですから、いま加入している方は、

3月31日で加入期間がきれます。 54年度分（54年4月1日から1年

間）の加入受け付けをしていますので、わすれずに手続きをして

ください。加入していない方でもすぐ加入できます。

○会費は 1年間

おとな 600円 中学生以下 300円

○見舞金は

最高 死亡 100万円

傷害の場合（入院、通院の治療実日数による）

25万円から1万円までの9段階

○加入できる人は

住民登録している方。外国人でも登録してあれば入れます。

○加入申し込みは

会費を添えて市民泪談室、 または、常会の連絡員へ

○ご近所でも次のとおり、市県民税申告と同じ日どりで、出張受

け付けをします

くわしいことは市役所市民相談室（電③2111内線219）へ

わ
す
れ
な
い
で

か
な
ら
ず
申
告
を

で
市
役
所
に
給
与
支
払
報
告
書
を
提
出

し
て
い
な
い
場
合
は
、
本
人
が
直
接
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

申
告
書
に
は
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ

ナ
）
扶
養
親
族
名
な
ど
必
要
な
こ
と
が

ら
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

申
告
の
と
き
持
参
す
る
も
の

①
印
か
ん

②
収
支
を
明
ら
か
に
し
た
帳
簿
書
類

（
給
与
所
得
者
は
源
泉
徴
収
票
）

③
社
会
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
税

ｰ

市県民税
一

国
民
年
金
の
領
収
書

④
医
療
費
を
支
払
っ
た
領
収
書

⑤
生
命
保
険
、
簡
易
保
険
の
証
言
お

よ
び
領
収
書

申
告
書
は
直
接
郵
送
し
ま
す

申
告
害
用
紙
は
、
日
程
な
ど
に
あ
わ

せ
て
順
次
、
地
域
別
ご
と
に
税
務
課
か

ら
直
接
郵
送
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

確
定
申
告
（
所
得
税
）
を
し
た
方
は

市
県
民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

市
県
民
税
（
確
定
申
告
も
含
む
）
の
申

告
を
さ
れ
た
方
は
、
個
人
事
業
税
の
申

告
を
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

出
か
け
て
受
け
付
ま
す

市
県
民
税
の
出
張
に
よ
る
申
告
指
導

と
受
け
付
け
を
２
月
四
日
か
ら
左
表
の

市県民税の申告と交通災害共済受付の日どり

（交通災害共済の受付は11時30分まで）

と
土 ｝

一L ハ

所
得
税
も
早
め
に

認
年
度
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
と

納
税
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

期
間
は
、
２
月
蝿
日
か
ら
３
月
晦
日

ま
で
で
す
。
３
月
嘔
日
間
近
に
な
り
ま

す
と
、
税
務
署
は
大
変
混
雑
し
待
ち
時

間
が
多
く
な
り
ま
す
か
ら
、
早
め
に
お

で
か
け
く
だ
さ
い
。
（
日
立
税
務
署
）

、

日
ど
り
で
行
い
ま
す
。
２
月
略
日
か
ら

３
月
妬
日
ま
で
は
、
市
役
所
税
務
課
で

毎
日
受
け
付
け
を
し
ま
す
。
た
だ
し
、

日
曜
と
、
土
曜
日
の
午
後
は
受
け
付
け

し
ま
せ
ん
。

申
告
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

税
務
課
（
趣
⑧
２
１
１
１
内
線
２
１
１

か
ら
２
１
５
）
へ
ど
う
ぞ
。

2月'9日(月)|報1瞳で 上君田公民館|下君田公民館|横川小学校
若栗公民館|大能公民館|中戸川公民館
赤浜田園都市センター

2月20日(火) "

下組公民館秋山下公民館関口公民館2月21日(水） 〃

下手綱公民館秋山中公民館北組公民館

南組公民館

ｊ

ｊ

木
金

く
ｆ

Ｒ
日

２
３

２
２

月
月

２
２

〃

高戸公民館 山手公民館

行人塚集会所

駒木原集会所

〃

石滝公民館島名公民館

安良川公民館

2月26日（月） 〃

有明町集会所2月27日(火） 〃

3月の日曜診療のお知らせ

診療時間は午前9時から午後4時まで

h

茨城県の最低賃余

1 日 2,688円 時間額 336円

昭和53年12月31日から変わりました

茨城県最低賃金のほかに、食料品、製造業、繊維産業など8つの産

業別最低賃金があり、このような産業に働く人はそれぞれの産業の最

低賃金が適用されます。

くわしくは、労働基準監督署または茨城県労働基準局賃金課

（電水戸(24)-6215）におたずねください。

’3月4日立花医院東本町(2) 3512

’
’

〃11日

〃 ]8日|樫村医院|天雨]両~回

福光医院｜春日町(2)2314〃25日

156

院
院

医
医

一
戸
王

室
〈
＋
Ｉ

安良川（3） 2318

十王町友部
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(4）市報たかはぎ(第227号）

現
在
、
わ
が
国
に
お
い
て
自
動
車
の

存
在
は
生
活
の
中
で
密
着
し
た
文
明
の

利
器
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
反
面
走
る
凶
器
と
し

て
人
命
を
脅
か
し
、
こ
れ
が
大
き
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

当
市
で
は
、
正
月
か
ら
哩
日
ま
で
の

わ
ず
か
な
間
に
、
４
人
が
死
亡
す
る
と

い
う
悲
惨
な
事
故
が
起
こ
り
ま
し
た
。

ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
交
通
事
故
が
増

え
る
の
か
・
・
…
．
。

昨
年
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
交
通
事
故

の
問
題
を
探
っ
て
み
ま
し
た
。

卜

,ｑ
０
ｑ
１
１
４
Ｉ
１
４
４
１
Ｉ
４
１
４
Ｉ
Ｉ
１
４
０
１
１
１
４
０
１
１
４
４

謹蕊鴬

塗

韓
謹

』少ﾆ ﾆ

ﾆﾆﾆ弓芋

？
ー

溌鍵簿B

ﾄ

ﾚ

封…

交通ルールを守っていれば悲惨な事故は防げたはずだが

今
年
に
な
っ
て
１
月
の
成
人
の
日
を

ま
え
に
、
市
内
で
は
、
交
通
事
故
で
、

４
名
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

事
故
は
、
飲
酒
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し

す
ぎ
が
原
因
で
、
い
ず
れ
も
刈
歳
前
後

の
若
者
で
し
た
。

県
内
で
は
、
今
年
１
月
廻
日
ま
で
の

死
亡
者
が
ｎ
名
。
そ
の
う
ち
の
４
名
が

市
内
の
死
亡
者
で
、
い
か
に
多
い
か
が

わ
か
り
ま
す
。

表
Ｂ
に
も
あ
る
よ
う
に
、
当
市
の
昨

年
１
年
間
の
死
亡
者
数
４
名
と
同
数
に

な
っ
て
い
ま
す
。

わ
ず
か
廻
日
間
で
、
１
年
間
の
死
亡

者
数
と
い
う
こ
と
が
い
え
ま
す
。

昨
年
の
交
通
事
故
の
月
別
（
表
Ａ
）

と
概
況
（
表
Ｂ
）
を
み
て
み
ま
す
と
、

’

不
名
誉
な
記
録

6m】

管内

わ
ず
か
吃
日
で
１
年
間
の
死
者

20

、

/ 富：
市
内
で
の
事
故
件
数
は
、
１
３
３
件
で

死
亡
者
が
４
名
、
傷
者
が
１
７
４
名
と

な
っ
て
お
り
、
発
生
件
数
と
死
者
は
、

一
昨
年
と
同
数
で
、
傷
者
が
２
名
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

月
別
で
は
、
年
末
年
始
の
期
間
と
、

と
く
に
、
７
月
と
８
月
の
夏
休
み
期
間

が
も
っ
と
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

半
数
以
上
は

市
内
で
事
故
が

住
所
別
（
表
Ｄ
）
の
事
故
状
況
に
よ

る
と
、
高
萩
警
察
署
管
内
（
高
萩
市
・
北

茨
城
市
・
十
王
町
）
で
は
、
当
市
が
“

名
で
、
全
体
３
５
０
名
の
う
ち
溺
・
９

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

高
萩
に
住
ん
で
い
る
人
が
、
市
内
で

起
こ
し
た
事
故
は
、
和
名
で
ゞ
１
３
３

（
〉

10

大津

磯原

十王

←死者

～

／司～

" ／-
. 、

／ 、

／ 、 /

、 ．、 ／

’ 一勵圃鰯競
歩筒1 1 2 1 3 1 4 5

ノ
ノ
ノ
－
１
‐

◇
／
｜
つ
‐

、
、
）
一
吻
尹
剛

ハ
．
一
副

／
｜

交通事故の概況（53年と52年の比較） （表B)

華司’ 53年 ’ 52年 増減数 ｜ 増減
’ ’ 33 1 1 33 1 0 1

０

器
~＝

”膣
傷者

一一一

件数

茨城死者

一輝窪

茨

０ 1名
の
事
故
の
う
ち
砲
・
６
％
と
半
数
以

上
を
占
め
、
残
り
型
名
の
人
は
、
北
茨

城
市
や
、
十
王
町
で
事
故
を
起
こ
し
て

お
り
、
慣
れ
た
道
路
で
の
事
故
が
、
多

い
こ
と
を
示
し
、
運
転
者
の
注
意
が
望

ま
れ
ま
す
。

死
亡
事
故
は

夜
間
が
ほ
と
ん
ど

時
間
別
（
表
Ｃ
）
の
事
故
発
生
状
況

で
は
、
事
故
の
も
っ
と
も
多
い
時
間
帯

が
午
後
４
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
夕

方
が
一
番
多
く
、
つ
づ
い
て
午
前
８
時

か
ら
午
前
９
時
、
そ
し
て
午
後
２
時
か

ら
午
後
３
時
の
順
で
、
死
亡
者
は
少
な

く
、
そ
の
反
対
に
、
事
故
件
数
の
少
な

い
午
後
９
時
か
ら
午
前
４
時
ご
ろ
ま
で

の
時
間
帯
は
、
死
亡
事
故
が
多
い
時
間

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

１
月
に
発
生
し
た
死
亡
事
故
も
、
夜

中
に
起
っ
た
事
故
で
、
飲
酒
や
ス
ピ
ー

ド
の
出
し
す
ぎ
に
よ
る
事
故
で
し
た
。

高 ４
４７

４
２７ ２

イイ
’
１

峨

岬

岬
一
２

－3．8％

20.0％

24． 5％

10.9％

100％100％

６
６
５
１
１

７
５
４

２

１

３
５
５
６
０

８
４
４

２ ｜Ⅲ

イレ
乱世

賭
一
一
崎

1幕者

幡 も

１罎
一
爆
一
蝉
一
癖
一
峠

十 王

18.4％

－3‘ 3％

２
０

６
５３

６
’
２

７
６３

４
２
２

１

１

21 222％

2L 二04％

高萩警察署管内 ９
－
３

｜
噸

1 1
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蕊
蕊鐵灘灘認市

内
の
小
学
生
が
書
い
て
ド
ラ
イ
バ
ー

に
出
し
た
交
通
安
全
祈
願
の
は
が
き

■三
$ljうぐ

》

酒
を
飲
む
な
ら

マ
イ
カ
ー
は
自
宅
に

昨
年
の
旭
月
１
日
か
ら
、
７
年
ぶ
り

に
道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
た
わ
ず
か

な
期
間
に
、
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
事
故

が
な
ぜ
起
る
の
だ
ろ
う
か
。

高
萩
警
察
署
綿
引
次
長
は
、
「
飲
ん

だ
ら
絶
対
に
車
に
は
乗
ら
な
い
こ
と
で

す
。
乗
ら
せ
な
い
と
い
う
こ
と
が
守
ら

れ
て
い
な
い
ん
で
す
ね
。
今
の
若
者
の

暴
走
は
、
ま
っ
た
く
困
っ
た
も
の
で
す

ね
。
や
ま
び
こ
運
動
や
、
年
末
年
始
の

事
故
防
止
な
ど
呼
び
か
け
て
い
た
の
に

．
…
・
・
ま
こ
と
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

東
本
町
商
店
街
の
Ｓ
さ
ん
は
「
寒
い

と
ど
う
し
て
も
車
で
来
た
が
る
ん
で
し

ょ
う
。
酒
が
入
る
と
気
持
が
大
き
く
な

新
春
の

交
通
死
亡
事
故
に
思
う

高
萩
警
察
署
管
内
で
は
、
新
年
に

入
り
す
で
に
４
件
６
名
の
死
亡
事
故

が
続
発
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
各
市
町

別
に
み
ま
す
と

１
月
３
日
Ｉ
北
茨
城
市
（
２
名
）

５
日
ｌ
十
王
町
（
１
名
）
廻
日
ｌ
高

萩
市
（
２
名
）
、
日
ｌ
高
萩
市
（
１

名
）
が
、
い
ず
れ
も
６
号
国
道
で
即

死
し
て
お
り
ま
す
。

と
く
に
、
高
萩
市
で
は
、
「
死
者

６
名
の
う
ち
４
名
が
市
民
、
平
均
年

齢
加
歳
」
と
い
う
若
者
が
死
を
急
い

で
い
る
状
況
で
す
。

こ
れ
ら
若
者
に
よ
る
事
故
原
因
の

共
通
点
は
「
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ

る
か
ら
、
、
・
・
・
つ
い
乗
っ
て
し
ま
う
の
か

な
。
道
路
は
ほ
と
ん
ど
駐
車
禁
止
だ
ろ

う
し
、
車
を
お
い
て
い
っ
て
も
あ
と
で

い
た
ず
ら
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
か
ら
乗

っ
て
し
ま
う
の
か
ね
。
車
は
、
家
に
お

い
て
く
る
の
が
一
番
安
全
だ
と
思
う
が

ね
『
。
。
…
迷
惑
も
か
け
な
い
し
。
」
と
、

本
人
の
自
覚
の
問
題
で
あ
る
と
い
（
手

い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー

一
人
一
人
が
反
省
を

２
．
３
人
に
１
人
が
免
許
を
も
つ
「
国

民
皆
免
許
」
の
時
代
、
交
通
事
故
は
、

あ
と
を
た
た
な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

当
市
で
は
．
３
万
市
民
の
一
人
一
人

が
交
通
の
安
全
を
願
っ
て
、
ド
ラ
イ
バ

ー
の
み
な
さ
ん
に
事
故
防
止
を
呼
び
か

プ
ラ
ス
飲
酒
運
転
」
で
対
向
車
線
に

と
び
出
し
、
対
向
車
と
衝
突
し
即
死

と
い
う
ケ
ー
ス
で
す
。
ス
ピ
ー
ド
オ

ー
バ
ー
、
飲
酒
運
転
に
つ
い
て
は
、

無
免
許
と
共
に
死
亡
事
故
の
元
凶
と

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
と
く
に
飲
酒
運

転
に
つ
い
て
は
、
法
の
改
正
に
よ
り

県
内
で
は
減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
管
内
の
死
亡

事
故
原
因
の
ト
ッ
プ
を
占
め
て
い
る

§
率
、
．

高萩警察署

袖山交通課長

(表c)こ
と
は
非
常
に
残
念
な
こ
と
で
す
。

ス
ピ
ー
ド
連
反
、
飲
酒
運
転
は
、

運
転
者
の
自
覚
に
よ
っ
て
い
く
ら
で

も
防
げ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
原
因
に
よ
る
悲

惨
な
事
故
を
防
ぐ
に
は
、
運
転
者
ば

か
り
で
な
く
、
市
民
の
一
人
一
人
が

お
互
い
に
事
故
防
止
を
考
え
、
交
通

ル
ー
ル
を
守
る
と
い
う
原
点
に
た
ち

か
え
り
、
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て

真
剣
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
禽
の

御
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
共
に
、
市

民
の
中
か
ら
今
後
こ
の
よ
う
な
悲
惨

な
事
故
の
犠
牲
者
が
出
な
い
よ
う
念

願
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

時間別発生状況
一事故数

け
て
い
る
の
で
す
。

一
人
一
人
が
注
意
し
て
、
安
心
し
て

く
ら
せ
る
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
す
す

め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

’ ’
（
資
料
提
供
Ⅱ
高
萩
署
）

30人

20

一一一二一ニュニューュー一一一一一．■L一一一一一一ユユ公具へ具兵公ニニヘニハヘハハヘハヘー

住所別の事故数（表D)

／ﾖﾓ忍一議
10人

不明
1名 一

(O2％）

名
眠０

％

1人

２
餌

３２２
１
脚２

２
１
２

０２

２

９
加

８

９

７

８

６

７

５

５

４
５

３

４IIM
８
１
９

７
１
８

６
１
７ I1

4 5

時
間

3％）
(3.0％）

高萩警察署管内高萩市内
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オグデンさん大役を果たし帰国

マイペースで完走を－と、さる1月14日の第4回高萩市マラソ

ン大会に、からだの不自由な大山毅さん（38歳）＝春日町＝ほか

老若男女350人が参加。みごと寒瓜の中、全員完走しました。

成績は次のとおとです。 （敬称略）

＊中学の部①小野茂②松'|'奇幸夫③松木啓志＊高校の部①安嶋政吉

②宮l嶋昭司③八島儀信＊一般の部A①長岐治雄②弓野和男③石川

正美＊一般の部B①板垣正義②渡辺正③津谷順三＊壮年の部①関

口武史②石川洋一③唯根術＊高齢者の部①増井勝信②白石慎蔵③

大久保正次＊女子一部①渡辺久子②佐藤由貴子③鈴木真由美＊女

子二部①坂本みか子②大竹久子③田代かつえ

新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

大
山
さ
ん
ら
３
５
０
人
が
完
走

さる1月13日、市役所にシヤーン・マリ一・オグデン

さん（オーストラリア）が訪れ、鈴木市長に報告とお礼

をのべ帰国しました。

オグデンさんは、昨年1月15日から国際親善のためロ

ータリークラブから交換学生として招かれていたもので

1年間市内に滞在し、高萩高校へ通学していました。

オグデンさんは、 日本の武道（剣道）を学ぶなど、 日豪

親善の使者として立派に大役を果たしました。

ー

父
さ
ん
野
球
と
、
マ
マ
さ
ん
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
一
つ
の
常
会
か
ら
誕

生
し
ま
し
た
。
こ
の
チ
ー
ム
は
、
島
名

中
第
一
常
会
（
鍵
戸
、
“
名
）
で
、
発

起
人
は
宇
佐
美
定
夫
さ
ん
。

結
成
さ
れ
た
の
は
、
昨
年
加
月
で
、

お
父
さ
ん
チ
ー
ム
は
、
ベ
ク
タ
ー
ズ
・

マ
マ
さ
ん
チ
ー
ム
は
、
ま
だ
チ
ー
ム
名

は
な
い
が
、
皿
名
が
選
手
で
平
均
年
齢

も
詑
歳
と
若
く
、
ほ
と
ん
ど
が
主
婦
。

「
最
初
は
、
は
ず
か
し
く
て
無
理
か
と

思
っ
た
の
で
す
が
、
練
習
は
、
週
２
回

ぐ
ら
い
。
と
に
か
く
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ

で
す
ね
」
と
、
マ
マ
さ
ん
主
将
の
平
賀

紀
代
子
さ
ん
。
た
だ
今
、
対
戦
相
手
を

募
集
中
と
か
…
…
。

ａ
”
唖
剰
坪
篭
押
士
繩
●
恕
挑

鴬

常
会
か
ら
誕
生

野
球
と
ソ
フ
ト
チ
ー
ム

’

冬
の
訪
れ
は
ま
じ
か
で
し
た
。
わ
た
し

達
は
、
と
る
も
の
も
と
り
あ
え
ず
、
南

の
国
日
本
へ
の
旅
立
ち
を
し
ま
し
た
。

広
い
大
空
を
白
鳥
の
群
れ
が
、
た
く
さ

ん
南
へ
と
ん
で
ゆ
き
ま
し
た
。
幼
い
わ

た
し
達
は
、
途
中
ち
り
ち
り
ば
ら
ば
ら

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

死
ん
で
た
ま
る
か
″
む
が
む
ち
ゅ
う

で
、
群
れ
の
一
番
う
し
ろ
を
必
死
に
な

っ
て
と
び
つ
づ
け
ま
し
た
。
そ
し
て
古

徳
（
こ
と
く
）
沼
へ
つ
い
た
の
が
、
そ

の
年
も
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
た
時
で

し
た
。
そ
こ
で
も
、
み
な
し
ど
の
わ
た

し
は
、
淋
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
い

じ
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
沼
の
す
ぐ
近
く
に
住
む
後
藤

さ
ん
と
い
う
お
ば
さ
ん
に
、
わ
た
し
は

助
け
ら
れ
た
の
で
す
。
お
ば
さ
ん
は
、

み
か
ね
て
、
み
ん
な
に
餌
を
や
り
お
え

た
あ
と
、
必
ず
、
別
の
と
こ
ろ
で
、
わ

（
）

甲
８
１

．
１
１
Ｆ
酬
印
別
■
０
‐
１
１
１
１

八
汎
Ｖ

合
⑩
聖

一

｡I
め
ぐ
り
あ
い

I川"剛川

わ
た
し
は
、
こ
の

世
に
両
親
の
い
な
い

野
性
の
オ
オ
〈
ク
チ

ョ
ウ
で
す
。

昭
和
鉛
年
の
春
、

シ
ゞ
ヘ
リ
ヤ
で
生
ま
れ

ま
も
な
く
、
と
つ
ぜ

ん
の
事
故
の
た
め
父

母
が
な
く
な
り
ま
し

た
。
悲
し
み
に
く
れ

た
わ
た
し
た
ち
兄
弟

の
前
に
、
き
び
し
い

白
鳥
も
の
が
た
り

た
し
に
だ
け
直
接
餌
を
わ
た
し
て
く
れ

た
も
の
で
し
た
。
【
写
真
〕

親
の
い
な
い
わ
た
し
か
、
ど
ん
な
に

喜
ん
だ
か
、
そ
し
て
、
結
婚
し
て
こ
ど

も
が
い
る
現
在
も
、
一
日
と
し
て
お
ば

さ
ん
の
親
切
を
忘
れ
た
こ
と
の
な
い
こ

の
感
謝
の
心
を
、
だ
れ
も
知
ら
な
い
で

し
ょ
う
。
い
ま
、
わ
た
し
達
一
家
は
瓢

湖
（
新
潟
県
）
に
い
ま
す
。
こ
ど
も
が

大
き
く
な
っ
て
独
立
し
た
ら
、
夫
の
許

し
を
も
ら
い
必
ず
、
瓜
連
町
を
訪
ね
元

気
な
姿
を
み
て
も
ら
い
ま
す
。
わ
た
し

の
姿
は
、
真
白
い
羽
毛
に
変
り
ま
し
た

が
、
特
徴
は
、
あ
の
後
藤
お
ば
さ
ん
の

瞼
に
や
き
つ
い
て
い
る
の
で
す
。

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）
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○
新
し
い
住
居
表
示
が
実
施
に
な
っ
た

場
合
は

今
ま
で
の
地
番
で
住
所
を
あ
ら
わ
す

こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
住
民
登
録
、
印
鑑
証
明
、

選
挙
人
名
簿
、
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年

金
、
課
税
台
帳
な
ど
す
べ
て
の
住
所
が

新
し
い
住
居
表
示
に
変
る
わ
け
で
す
。

多
珂
郡
大
塚
郷
（
北
茨
城
市
磯
原
町
）

の
菅
俣
城
か
ら
、
応
永
末
年
に
下
手
綱

の
竜
子
山
城
に
移
っ
た
大
塚
氏
一
族
の

法
名
も
、
「
妙
法
寺
過
去
帳
」
に
い
く

つ
か
み
え
る
。

は
じ
め
に
、
永
享
二
年
（
一
四
三
○
）

「
妙
浄
禅
門
、
大
つ
か
、
十
二
・
十
六
」

と
あ
る
こ
の
妙
浄
禅
門
が
、
竜
子
山
城

に
移
っ
↑
た
大
塚
氏
の
最
初
の
人
物
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
大
塚
氏
以
前
の
竜
子

丈
赤浜妙法寺過去帳

（二十九）

新
し
い
住
居
表
示
に
な
る
と

◇
シ
リ
ー
ズ
◇

◆
住
居
表
示
を
考
え
る
◆

田諄一志

も
ち
ろ
ん
、
皆
さ
ん
の
使
う
名
刺
も

手
紙
に
書
く
住
所
も
、
新
し
い
住
居
表

示
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
登
記
所
、
市
役
所
に
保
管

さ
れ
て
い
る
土
地
台
帳
や
、
公
園
の
地

番
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
そ
の
ま
ま
の

地
番
を
使
用
し
ま
す
。
ま
た
不
動
産
の

財
産
番
号
と
し
て
の
地
番
は
従
来
の
ま

ま
残
す
わ
け
で
す
。
な
お
戸
籍
上
の
本

山
の
支
配
者
は
、
鎌
倉
府
の
御
所
奉
行
、

寺
岡
但
馬
守
で
あ
っ
た
。
上
手
綱
の
朝

香
神
社
（
も
と
は
森
明
神
と
称
す
）
所

蔵
の
応
永
二
十
三
年
（
一
四
一
六
）
十

二
月
十
三
日
造
宮
の
棟
札
に
、
「
東
殿

源
左
兵
衛
守
義
持
、
鎌
倉
新
御
堂
殿
当

君
里
見
源
基
宗
、
当
郡
地
頭
寺
岡
平
義

之
」
と
み
え
る
。
「
東
殿
源
左
兵
術
守

義
持
」
は
、
将
軍
足
利
義
持
を
さ
し

「
鎌
倉
新
御
堂
殿
」
は
足
利
満
隆
で
あ

る
。
ま
た
「
里
見
源
基
宗
」
は
「
南
総

里
見
八
犬
伝
」
で
有
名
な
安
房
国
に
勢

力
を
ふ
る
っ
た
、
里
見
義
実
の
祖
父
に

あ
た
る
人
物
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
将
軍
義
持
の
援
助
を
う

け
て
関
東
公
方
足
利
持
氏
を
倒
そ
う
と

し
た
上
杉
禅
秀
の
乱
で
、
こ
れ
ら
の
人

物
は
禅
秀
方
に
加
わ
っ
て
敗
れ
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
足
利
満
隆

ｰ

(最終回）

籍
地
番
は
変
更
し
ま
せ
ん
。

○
新
し
い
住
居
表
示
制
度
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
や
い
ろ

い
ろ
の
事
業
を
進
め
る
た
め
の
大
切
な

制
度
で
す
。

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

こ
の
制
度
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
市
役
所
市
民
活
動
課
市
民
活

動
係
（
電
③
２
１
１
１
内
線
２
３
５
）

へ
ど
う
ぞ
。

は
応
永
二
十
四
年
（
一
四
一
七
）
正
月

自
殺
し
、
里
見
氏
も
寺
岡
氏
も
多
珂
郡

内
の
地
頭
職
を
失
い
、
手
綱
の
地
か
ら

去
っ
て
行
く
こ
と
に
な
る
。

「
昔
ぱ
な
し
」
は
休
み
ま
す

寺
岡
但
馬
守
造
営
の

朝
香
神
社
（
森
明
神
）

’

I
米倉治郎さん＝春日町 32,656円

書聖会＝高萩 10,560円

○施設へ

農協婦人部もち米 67.5崎

鈴木豊男さん＝友部町 5,000円

ライオンズクラブ 20,000円

市役所釣友会 20,000円

○福祉のために

吉田加代子さん＝大和町 8,551円

行人塚第一東常会 6,180円

○交通遺児へ

高萩急送職員一同 7,765円

日立運輸東京モノレール日高営業所

運転手一同 23,016円

○子ども会育成のために

下組子ども会 7,089円

住宅金融公庫の

財形住宅融資のお知らせ
ー

住宅金融公庫では、財形貯蓄をしてい、

る勤労者を対象に、財形住宅融資の申し

込み受付を2月28日まで行っています。

○融資限度額

財形貯蓄残高の3倍（最高1,500万円）

○利率 年6,32％

○返済期間

新築住宅． .…･木 造･……･･25年以内

簡易耐火構造･ ･ ･30年以内

耐火構造｡．……･35年以内

中古住宅. .…･20年以内

住宅改良…･･ ,10年以内

○返済方法元利均等毎月払い、 または

元利均等毎月払いとボーナス払いの併用

※くわしいことは、最寄りの公庫業務取

り扱い金融機関へお問い合わせください

善意ありがとう

みなさんのあたたかいご協力ありがと

うございました。

○歳末たすけあいへ

下手綱子ども会 5,000円

益子泰治さん＝生長の家高萩相愛会

5,000円

立正佼成会茨城教会 81,701円

秋山小学校児童会 8,311円

専売公社高萩営業所職員一同

1,500円

文化クラブダンス部 34,677円

市役所庶務課 2,212円

みのわ技芸学院職員生徒一同

14,243円

石滝団地つくし子ども会 10,000円

高萩第一団ボーイスカウト 9,234円 I
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作
家
の
津
島
佑
子
さ
ん
と

話
し
あ
お
う

本
を
読
む
楽
し
み
は
、
著
者
と
話
し

合
う
こ
と
で
、
よ
り
ふ
く
れ
あ
が
り
ま

す
。
作
家
の
津
島
佑
子
さ
ん
を
ま
ね
い

て
、
津
島
佑
子
さ
ん
を
囲
む
会
を
開
き

ま
す
。み

な
さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
３
月
４
日
午
後
１
時
訓
分

か
ら
３
時
訓
分
ま
で

と
こ
ろ
高
萩
市
中
央
公
民
館

入
場
は
無
料
で
す
。

◎
津
島
佑
子
さ
ん
…
…
大
宰
治
の
次
女ロ
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糾
引

高
萩
市
中
央
公
民
館
が
行
っ
て
い
る

学
級
、
講
座
や
ク
ラ
ブ
な
ど
が
、
日
ご

ろ
の
学
習
の
成
果
を
持
ち
よ
り
、
展
示

会
や
発
表
会
を
開
き
、
市
民
の
み
な
さ

ん
と
の
交
流
を
深
め
る
た
め
〃
公
民
館

ま
つ
り
〃
を
計
画
し
ま
し
た
。

家
族
そ
ろ
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
・

と
き
３
月
ｒ
日
・
蝿
日

公
民
館
ま
つ
り
に

お
で
か
け
く
だ
さ
い

泉
鏡
花
賞
受
賞
、
女
流
文
学
賞
受

賞
、
主
な
著
書
「
籠
児
」
「
竜
子

の
影
」
「
葎
の
母
」
「
草
の
畝
所
」

』工

立 春

正月このかた、暖かな好天気が続き、今日も空には、白い

雲が浮んで動かない。

梅の蕾も白さを増し、藪椿のはがくれには、紅色の花がの

ぞかれる。どこからか、春のしのびよる足音が、きこえてく

るようだ。

絵と文・伊藤龍馬

ー

二一一一一一一一一～へ一一 一一一一一一一一一一一一一一一一

と
こ
ろ
高
萩
市
中
央
公
民
館
と

高
萩
市
民
体
育
館

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○
作
品
展
示
会
（
書
道
、
絵
画
、
版
画

色
紙
絵
、
生
け
花
、
七
宝
焼
、
革
工

芸
な
ど
）

○
発
表
会
（
日
本
舞
踊
、
民
謡
、
着
付

茶
道
、
園
芸
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、

ゲ
ー
ム
）

○
、
ハ
ザ
ー
（
革
工
芸
・
七
宝
焼
な
ど
）

○
軽
食
堂
（
コ
ー
ヒ
ー
・
焼
き
そ
ば
、

ト
ー
ス
ト
・
ケ
ー
キ
な
ど
）

○
そ
の
他
（
子
ど
も
の
コ
ー
ナ
ー
）

主
催
高
萩
市
公
民
館
ま
つ
り
実
行

委
員
会

特冊 .,111'1..‘‘Ⅱ,,,,‘IIJ1.. ,‘､11‘..､u叩I｡‘‘｡n11.･‘ '11jI‘'‘ⅡⅡ････岬'9...,,邸'''11”･･･'111.-,,岬11..,.,.伸･'''011,..qILll･‘,.IdlI･‘.,ﾛ'1--.,1tⅡ ■
一
二
』

句■脾
’
二
三
一
巴
“
ロ
ロ
ニ
ー

i一一一~-~~一一一~~~．
1

1
0
1

A

|お知ら廿
ソ
ノ
D

I

口
三
・
・
・
“
三
一
口
」
・
マ
三
ず
“
↑
一
一
三
“
□
“
“
台
ｒ
‐
・
一
言
口
・
“
’
一
三
』
口
『
・
ニ
ニ
・
’
皇
鼻
．
子
・
・
・
ニ
ー
ロ
ロ
“
・
一
三
“
。
・
・
一
二
一
・
・
ロ
ロ
ニ
ー
今
二
・
口
二
三
・
』
・
』
↑
三
一
今
。
・
一
三
一
・
・
・
・
一
三
口
＆

一
一
一
一
■
・
・
二
一
二
・
・
・
ｂ
二
“
匡

I
今月の納税

｢都市計画税1
1固定資産税I

国民年金

一

一
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・

・

”

ロ

ー

罠

一

阜

・

・
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コ
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程

▽
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（

！ (いずれも4期） 公
民
館
講
座
生
募
集
の

お
知
ら
せ
は
チ
ラ
シ
で

昭
和
別
年
度
、
中
央
公
民
館
で
行
う

講
座
・
学
級
生
の
募
集
に
つ
い
て
は
、

後
日
各
世
帯
配
付
の
チ
ラ
シ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

○
く
わ
し
い
こ
と
は
、
高
萩
市
中
央
公

民
館
（
電
③
１
１
１
２
５
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
萩
市
及
十
王
町
の
消
防
業
務
は
、

昭
和
弘
年
４
月
１
日
か
ら
、
高
萩
市
・

十
王
町
事
務
組
合
（
現
在
の
高
萩
市
及

丁皿 ｡､.'

消
防
職
員
を
募
集

１
１

f蔦

口

口
ソ
連
に
強
制
抑
留
さ
れ
、
長
期
に

わ
た
り
苛
酷
な
労
役
に
服
し
、
帰
還

し
た
強
制
抑
留
者
と
そ
の
遺
族
の
み

な
さ
ん
。

今
、
全
国
抑
留
者
一
丸
と
な
（
｝
て

政
府
に
対
し
、
そ
の
補
償
要
求
と
、

さ
ら
に
現
地
墓
参
、
遺
骨
送
還
な
ど

の
早
期
実
現
を
期
し
て
全
国
統
一
運

動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

抑
留
該
当
者
の
方
は
、
下
記
に
連

L 二

ソ
連
の
強
制
抑
留
者
と

遺
族
の
方
に
お
知
ら
せ

《一一一一一一一

十
王
町
衛
生
組
合
）
に
お
い
て
、
共
同

処
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
次
の
と
お

り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

職
種
及
び
募
集
人
員

消
防
士
別
名
程
度

応
募
資
格

○
昭
和
”
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
妬
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
れ
た
者
（
男
子

に
限
る
）
で
、
高
卒
程
度
以
上
の
学

歴
を
有
す
る
者

応
募
締
め
切
り

２
月
鵡
日

応
募
用
紙
は
、
高
萩
市
消
防
本
部
、

ま
た
は
、
十
王
町
役
場
生
活
環
境
課

で
交
付
い
た
し
ま
す
。

※
く
わ
し
い
こ
と
は
、
高
萩
市
消
防
本

部
（
電
③
２
１
１
１
内
線
２
９
４
）

ま
た
は
、
十
王
町
役
場
（
電
０
２
９
３

３
２
．
２
２
１
１
）
へ
ど
う
ぞ
。

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

○
全
国
戦
後
強
制
抑
留
補
償
要
求
推

進
協
議
会
茨
城
県
連
合
会
高
萩

支
部支

部
長
渡
辺
栄

連
絡
先
（
高
萩
、
安
良
川
、
石
滝

地
区
）
横
山
安
夫
（
電
②
１
２
６

８
３
）

（
秋
山
、
島
名
）
豊
田
耕
八

（
電
②
１
３
４
６
４
）

（
旧
松
岡
、
高
岡
）
大
森
八
郎
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